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前報に於て,シラカバパ′レ′いの微小紬泡 (髄組ならびに他の非繊維状の柔細胞)とアカメガシソ

のそれ とを比較 して, 両者の間に著しい差があることを知 り,広葉樹の種難によって著 しく差異が

あるのではないかと疑われたoそれより後,九州屋久島産の多数の広葉闇の新鮮なる材幹を入手 し

そのパ′レプ化に関する研究を行った機会に,これらの広葉樹パルプより微小細抱を分離比較 し, 上

の推察を確かめることとした〇

前報に研究 したシラカバはそのノミルソ の機中細胞の性質が繊維細胞 と著 しく興ったが,今回研究

した約17種の広葉偶にはこれ程∠特輿なものは見られなかった｡従って-･暇には樹種によって微小細

胞の成分に非常に著 しい菱はない と考えられるに至った｡

木材或はパ′レ,-/'の中 で大 部分を占 めるものは繊維細胞であ るか,微小な柔細胞も樹種により種 ′々

の割合に含まれている｡ これらの形は,補形又は立方体状に近 く,繊維状をなさない｡従って先ず

流失 し易い｡又細胞内に種 一々の物質を含んでお り,時によっては耕溶性で,亜硝酸蒸僻ばか りか,

クラフ ト蒸解でも残存することは前報に述べた｡二組こ細胞膜自体が繊維細胞の細胞株より, リグニ

ンならびに非繊維素炭水化物多 く,時には繊維素請合度も低いと考えられている｡ 従って機小細胞

の含貴及び性質は製紙ノミルゾのみなF･)ず 人絹パルイにも関係が深いo

I パルプ中の機中細胞の分離

供試原木は,カェデ, ツツデ,アオモデ, ミヤコダラ, yイ ミ/)チバナ, タブ,ヤマガキ,ア

カガン,フカノキ, サ カ ニ｢, ソバキ. /､イノキ,=亡ツコク, イスノニト, じメシャラ,及びヤマダル

マ或はバリ/ヾ リノ;f-であるo tJ:.れL-I,は全て九州屋久島産のものJ(二詳細ほ別の報告に 述/＼た｡ これLtノ㌔

直木材をクラ-/ト法に,Lr)-.1箪解 Lた｡蒸解条件は,仝 Na･_,0 二相 す仁和 L20%,硫化率25%,最高
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温度 165ccに於て 1hr.蒸解 したO 待たるパルプは襖小細胞を失わぬ様に細 目の布の上で洗准

したる後,水 rirLr:.激 しく捜拝しながら怖分する装置 (既報)に掛けた｡箱の目は 150mesh(0.104

mm)であるo これを嘩過 し得る司'のは統計的に太さ-0.1長 さ Or2mm 以下のものに限 られるか

ら,木繊維,仮導管,及び導管は通過 し得ない｡特に巨大な或は特に長い直立細胞は通過困難なも

のがあるかも知 れないが一一般の健錐夷の細胞及び繊維状をなさない柔細胞は自由に通過 し得る｡

これにより,パルプを小形の柔細胞 より或 る区分 (本報では微小細胞 と称する) と,妊 那 加こ主

として繊維細胞 より成る区分に分けた,分離 した相中細胞は ソクスレ-で熟アルコホ′レで抽 出 し,

アルコホル可溶物含量を求めると同時にパルプに対する碩小細胞の含量を求めた,

第 1表によれば原木中の紬,FII-1物の量 とパルプ中の微小細胞中 の抽出物の量 とは関係がないことが

わかるO 彼小細胞中 のプルコホ′レ可溶物の量はトー4%の範囲である｡ 従って既報のシラカバパルプ

の碩小細胞が約15%o:)アセ トン可溶物を含んでし一､たのは著 しく特異な例であることを知ったoパル

プ全景に対する微小細胞の含量は約 4--20%の範囲であった,厳密には原木の柔細胞含量に直接の

関係はないが或程度の関連はあると思われる｡

Table1.ColltentSOfSmauCells(RayandParenchyma)in theHardWood

KraftPulpsandEthallOIExtractivesintheSmallCellsandinthe

OrigillalWoods.
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パルrハトより分離し,ブルコホルで紬HJ.した相中細胞について,72%H･lSOlリグニン,フロログ

ルシン法によるベン トがンを定量し,繊維細胞即ち槻小細胞を除去 したバルブと比較した｡ リグニ

ン,ベン トザン共に明に微小細胞の細胞膜に多いことがわかる｡ リグ三二/の差は比較的小さいが,

ベントザン含量には両者間の差がかな り大きいものも比較的小さいものもある｡パルプ中の微小細

胞含有量の大小 との関係はないO原木のペン トリごンの少いものほ概 してパルプのベン トザンも'i'い｡

何故柔細胞細胞膜にベン トザンが多いかは興味ある問題である｡一服 に細胞膜の外層に非線維素炭

水化物が多いことが知られている｡ 柔細胞は形態が短 く従って織維細胞に比し諸量に対する表面の

割合が大きい｡薄膜の場 合は更に外層の占める割合が大きい｡ この様なことも･一一･部 の原因であると

思われる｡

次に微小細胞 と繊維細胞の未晒銅アムモエア相対粘度を比較した｡前報では NaOClご とサク酸

とで緩和な条件で脱 リグニンを行ってから仙女､を測ったが,漂白の際の粘度の降下が疑問になるの

で,今回は銅濃度の高い銅アムモエア溶液を使用して末蛸のまま測定した｡微小細胞部の粧宴は繊

維細胞部より一一般に低いが,その差の大きいものと償小なるものとがある｡ 前述の如 く,微小岸甘粕

にはペン トリごンが多いのであるから,微小細胞の†眺紅精度が多少供 くても,繊維細胞に比べて繊維

素の琵合度が低いと定めることは稗困難である｡

Table2.ComparisollOfLigllillalld PelltOSallContentsalld

RelativeViscositiesofTwoPortionsinthePulps.
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次に,帖度か比較的高い時には両者の茅が大きく,低い時は差が小さいように見える｡即ち0.4
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矧 容液の佃 対 冊 摘 勺5附 近 になると両者が接甘 辛る｡こL,)j事勤 ま,蒸僻の進行につれて棟中細 泡の

短鎖の炭水化物の溶r廿'Iが著 しくな E),終には木柿酢紳相 集の組成に按近し,その折巣 として両者の

相対粘度も接近することを恩わせる｡

この間矧 ま原木中に於ける柔細胞 と木繊維 とa_)繊維素の異同に関連すると共に 人絹ノごルブに関係

する所が大きいので後に少しく研究するであろ う｡ いづれにせ よ灘 報のシラカバの-･材幹の如 く机

嬢の差の大きい例はなかった｡湿潤状態の微小細胞塊をそのまま乾燥しても,容易に粉末化 し,細

泡膜の惨状化している様なものは見られなかった｡従って柔細抱の軍合皮が低い としても甚 しい程

度のものではないのか-服 的 であると思われる｡

要 約

1･ 広葉偶約18樫の普通の '/ラー/'7-/:ルー,JI'より微小判別Flj(柔紳鮎 髄抹細抱等を含む)を分離 し,

木繊維部と比較 した ｡,

2. /:)レゾ中の微小帥 泡倉掛 i4-20｡./であった｡

3. そのアルコホ)L/可溶物含量はr-4,Oiにすぎな い ｡

4. ベン トザ ンは木繊維部より著し く多い｡

5. 銅安侶対粧 如ま低いが, 一-1服 にその二差は非常に大 きい と は 言 え な いので,これ よI,)繊維素軍

合せの差を結 論するのはなお困難であるO

6. --･頼′こ樹種による件賢の素はあ ま り大き くない｡

Resume

SInal1-cell-portionsconsisting ofray andparenchymacellsweresepaI.atedfrom the

krafLpulpsofabouteighteenspeciesofhardwoods.Thecontentsofthepr)rtionwere4to

20.Oiin pulpsofdifferentwoodsexamined.Ethano1-extractivesin theportionswereonly

()neto496'.Thepentosan contentwasconsiderablylargerthan wood-fiber-portionofthe

samepulp,thedifferenceamountingto2-9%'.TheljgnlnCOntentWaSalsolarger,but

thedifference waslessthan2%′,in mostcasesaboutonepercent.The cuprammonium

solution-viscositieswerealsolower,regardingthedifference,somewerelargeandotherswere

small.Moreexperimentswillbenecessarytoconcludethattheparenchymacellsareof

shorterchainleng仙asthedifferenceofsolution-viscositywasnotlargeenoughinmostcases.

Generally speaking,differenceinwoodspeciesconceming thechemicalc()mpositjon ()f

smalトce11-portionappearstoberathersmall.

一一 128-


